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　2002 年から 2003 年にかけて、神奈川県寒川町、
平塚市、茨城県神栖町（現神栖市）等では、旧日
本軍の毒ガス兵器に由来するとされるジフェニル
アルシン酸（注１）を主成分とする有機ヒ素による
土壌汚染が明らかとなり大きな問題となった。こ
うした有機ヒ素化合物による環境汚染の対策技術
の確立が急がれているが、有機ヒ素化合物は、①
毒性が強い、②地下水中に溶出しやすい、③土壌
に吸着されて長期間環境中に残留する、④微生物
により分解されない、⑤加熱や化学分解を施して
も有毒な無機ヒ素化合物として土壌中に残留する、
などの特徴があり、固形化・不溶化といった従来
技術では解決が困難である。これに対し、土壌中
の有機ヒ素を効率的に除去する抜本的な対策技術
として、化学的洗浄法（抽出法）が検討されてきた。
　研究は、まず有機ヒ素で人為的に汚染した模擬
汚染土壌及び実際の汚染現場から採取された土壌
試料を用いて、土壌への有機ヒ素の吸着メカニズ
ムが解明された。更に、洗浄法による土壌浄化技
術を開発するため、無機系、有機系など多数の洗
浄剤による有機ヒ素抽出効果が比較検討された。
その結果、メタノールなどのアルコールにリン酸
を３～５％混合したものを使用したところ、抽出
効果が極めて高く、洗浄剤として優れていること
が見出された。ヒ素に換算して 3,570mg/kg もの
有機ヒ素で汚染された土壌から、100％近くを抽出
除去（含有量基準（注２）を満足）することができ
た。この洗浄剤の効果は、リン酸によって土壌と
有機ヒ素との結合が切断され、有機ヒ素がアルコ
ールに溶け込むためと考えられる。また、本手法は、
使用済み洗浄剤からアルコールを回収し再利用す
ることが可能であるため、抽出除去された有機ヒ
素は小容量のリン酸中に濃縮された形で回収でき
るので、有害廃棄物の発生量を大幅に低減するこ
とができる。
　今後は、浄化処理後の土壌が土壌汚染対策法の
全基準を満足（溶出量基準（注２）をも満足）できる
よう、残留する極微量の有機ヒ素の溶出を抑制す
る方法が検討される。また、汚染現場の状況に適
合したシステム化も進められる。
（注１）有毒元素のひとつであるヒ素にベンゼン環が結合し
た化合物［（C6H5）2As（O）OH］であり、自然界では生成し
ない。汚染土壌では土壌成分の水酸化鉄や水酸化アルミニ
ウムに強く吸着されており、極めてゆっくり雨水や地下水
などに溶け出して被害を拡大する。
（注２）土壌汚染対策法では、含有量基準（ヒ素の場合：
150mg/kg）および溶出量基準（ヒ素の場合：0.01mg/褄）
の２つの基準を満足する必要がある。
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